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　今期の全業種の業況判断D.I.は△12.3と、前期との比較で5.8ポイント下回り、３期連続で悪化しています。
　項目別の業況判断D.I.では、従業員増減が△0.6（前期△0.8）と僅かに改善したものの、売上高△9.8（前期△6.8）、資金
繰り△7.8（前期△6.8）、採算△15.9（前期△9.5）の項目で悪化しています。
　業種別の業況判断D.I.では、小売業に小幅な改善が見られましたが、製造業、卸売業、建設業・不動産業、サービス業で悪化。
建設業・不動産業は、15.9ポイント低下し8期続いたプラス判断からマイナス判断に転じています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、日本商工会議所他2団体が実査した全国調査（以後「全国調査」という。）
との比較では、全業種の業況判断D.I.で全国調査を11.6ポイント上回っているほか、建設業を除く業種において全国調査の
業況判断D.I.を上回る結果となっています。

業況判断D.I.が3期連続の悪化、来期は改善の予想

●今期（2019年10～12月期）の業況

　来期の業況判断D.I.の見通しは△8.9と今期との比較で3.4ポイント上回ると予想しています。項目別業況判断D.I.見通し
では、資金繰り（△7.8）で横這い、従業員増減（△1.4）で悪化、売上高（△6.1）、採算（△14.2）は僅かに改善を予想しています。
業種別業況判断D.I.では、サービス業を除く業種で横這い又は、改善を予想しています。

●来期（2020年1～3月期）の業況

Ⅰ　全業種（回答358社・・・回答率94.2％）

前　期
2019年7～9月期

今　期
2019年10～12月期

来期予想
2020年1～3月期

全国調査
2019年10～12月期

全 業 種

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建 設 業

不動産業

サービス業

△8.9

△9.4

△12.3

△14.2

△12.6

△16.5

△28.1

△20.6

△25.9

△23.9

快晴
100.0～35.0

晴れ
34.9～20.0

曇り一部晴れ
19.9～7.0

曇り
6.9～△7.0

小雨
△20.1～△35.0

雨
△35.1～△100

本曇り
△7.1～△20.0

■項目別業況判断D.I.■業種別天気図
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2019年10～12月期）
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Ⅱ　製造業（回答106社・・・回答率91.3％）

　今期の業況判断D.I.は△14.2と、前期との比較で9.8ポイント悪化
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を11.7ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I .は△9.4と、今期との比較で4.8ポイントの
改善を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）10

0

△10

△20

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2019年10～12月期）

（対前年同期比判断D.I.）

△ 4.4

△ 4.4

△ 7.1

△ 7.1

23.9

△ 6.2

1.8

△ 7.1

前　期

△ 14.2

△ 13.2

△ 10.4

△ 17.0

13.2

△ 3.8

△ 0.9

△ 16.0

△ 9.4

△ 9.4

△ 14.2

△ 15.1

14.2

0.0

△ 1.9

△ 13.2

△ 25.9

△ 26.9

△ 15.4

△ 26.8

42.8

△ 6.2

△ 2.6

△ 17.5

業 況

売上（加工）高

資 金 繰 り

採 算

原材料仕入単価

原 材 料 在 庫

従 業 員 増 減

設 備 操 業 率

今　期 来期見通し 全国調査

20.2％

0.0

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
32.6％

△ 6.5

今　期

20.7％

ー    

来　期

25.0％

0.0

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
31.6％

0.0

今　期

31.6％

ー    

来　期

業況 売上（加工）高 資金繰り

生産設備
ＯＡ
土地
車輌

付帯施設
工場建物
その他
福利厚生

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

生産設備の
不足・老朽化

熟練技術者の
確保難

原材料価格の上昇

製品（加工）単価の
低下・上昇難

製品ニーズの
変化への対応

従業員の確保難

需要の停滞

設備投資実施（計画）割合 21.7%

今　期 来　期

15.1%

　今期の業況判断D.I.は△4.2と、前期との比較で0.2ポイント悪化
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を23.9ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I.は△4.2と、今期との比較で変化がないと予想
しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）30
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前　期
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0.0

△ 8.3
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△ 8.3

8.3

△ 4.2

△ 4.2

△ 16.0

△ 12.5

△ 4.2

16.7

△ 8.3

4.2

△ 28.1

△ 32.1

△ 12.9

△ 27.5

5.2

32.9

△ 9.8

△ 3.4

業 況

売 上 高

資 金 繰 り

採 算

売 上 単 価

仕 入 単 価

在 庫 数 量

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査

その他
ＯＡ
車輌
倉庫
土地
店舗

付帯施設
福利厚生

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

販売単価の
低下・上昇難

店舗・倉庫の
狭隘・老朽化

メーカーの進出
による競争の激化

人件費の増加

需要の停滞

仕入単価の上昇

従業員の確保難

Ⅲ　卸売業（回答24社・・・回答率88.8％）
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業況 売上高 資金繰り 設備投資実施（計画）割合 16.7%

今　期 来　期

16.7%
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19.2％

3.8

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
18.4％

△ 2.6

今　期

5.3％

ー    

来　期

39.0％

10.0

前　期

借入金実施（計画）割合

借入難易度（D . I .）
39.7％

3.4

今　期

41.4％

ー    

来　期

Ⅳ　小売業（回答87社・・・回答率96.6％）

　今期の業況判断D.I.は△13.8と、前期との比較で4.2ポイント改善
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を22.4ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I.は△12.6と、今期との比較で1.2ポイント改善
を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）0

△10

△20

△30

（対前年同期比判断D.I.）

△ 18.0

△ 15.7

△ 11.2

△ 16.9

△ 21.3

20.2

△ 10.1

2.3

前　期

△ 13.8

△ 11.5

△ 10.3

△ 20.7

△ 18.4

26.4

△ 4.6

2.4

△ 12.6

△ 11.5

△ 6.9

△ 20.7

△ 9.2

25.3

△ 8.0

3.6

△ 36.2

△ 41.2

△ 24.1

△ 36.4

△ 24.3

29.7

△ 18.7

△ 5.3

業 況

売 上 高

資 金 繰 り

採 算

売 上 単 価

仕 入 単 価

在 庫 数 量

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査

倉庫
車輌
ＯＡ
店舗

付帯施設
土地

福利厚生
その他

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

消費者ニーズの
変化への対応

大型店・中型店の
進出による競争の激化

同業者の進出

販売単価の
低下・上昇難
店舗の狭隘
・老朽化

需要の停滞

仕入単価の上昇

　今期の業況判断D.I.は△8.1と、前期との比較で15.9ポイント悪化
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を4.7ポイント
下回りました。
　来期の業況判断D.I.は4.8と、今期との比較で12.9ポイント改善
を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）20

0

10

△10

（対前年同期比判断D.I.）

7.8

0.0

1.6

△ 3.1

△ 7.8

18.8

△ 3.1

前　期

△ 8.1

△ 8.1

1.6

△ 9.7

△ 8.1

19.4

3.2

4.8

14.5

4.8

△ 1.6

4.8

21.0

△ 1.6

△ 3.4

△ 5.9

△ 2.2

△ 11.2

△ 5.3

46.7

△ 2.3

業 況

売 上 高

資 金 繰 り

採 算

受 注 額

材 料 単 価

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査

土地
建物
ＯＡ

その他
建設機械

車輌
付帯施設
福利厚生

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

下請業者の確保難

官公需要の停滞

熟練従業員の
確保難

従業員の確保難

請負単価の
低下・上昇難

材料価格の上昇

民間需要の停滞

Ⅴ　建設業・不動産業（回答62社・・・回答率96.8％）
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2019年10～12月期）

業況 売上高 資金繰り

業況 売上高 資金繰り

設備投資実施（計画）割合 9.2%

今　期 来　期

5.7%

設備投資実施（計画）割合 27.4%

今　期 来　期

17.7%
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【調査対象企業数・回答企業数】

今回の調査について

Ⅵ　サービス業（回答79社・・・回答率95.1％）

　今期の業況判断D.I.は△13.9と、前期との比較で5.0ポイント悪化
しました。
　全国調査との比較では、業況判断D.I.で全国調査を6.7ポイント
上回りました。
　来期の業況判断D.I.は△16.5と、今期との比較で2.6ポイントの
悪化を予想しています。

今回のポイント

■主要業況判断D.I.の推移
（D.I.）0

△10

△20

■設備投資の実施・計画内容（複数回答） ■経営上の問題点（複数回答）

消費者ニーズの
変化への対応

利用料金の
低下・上昇難
材料等仕入
単価の上昇

店舗施設の
狭隘・老朽化

新規参入
業者の進出

需要の停滞

従業員の確保難

（対前年同期比判断D.I.）

△ 8.9

△ 6.3

△ 5.1

△ 11.4

△ 7.6

17.7

△ 2.6

前　期

△ 13.9

△ 7.6

△ 8.9

△ 15.2

△ 1.3

26.6

△ 9.0

△ 16.5

△ 12.7

△ 7.6

△ 16.5

△ 3.8

19.0

△ 7.7

△ 20.6

△ 20.9

△ 14.1

△ 23.8

△ 1.5

42.4

△ 5.3

業 況

売 上 高

資 金 繰 り

採 算

客 単 価

仕 入 単 価

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査

ＯＡ
サービス設備

その他
建物

車輌運搬具
土地

付帯施設
福利厚生

116

27

90

64

83

380

調査対象企業数

106

24

87

62

79

358

91.3%

88.8%

96.6%

96.8%

95.1%

94.2%

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建設・不動産業

サ ー ビ ス 業

合 計

回答企業数 回答率

【調査方法】

※毎回テーマを設け「特別調査」を実施しております。

2019年12月

① 今期の状況：前年の同時期（2018年10～12月期）と比較した今期（2019年10～12月期）の状況及び
前期（2019年7～9月期）と比較した今期（2019年10～12月期）の状況

② 来期の見通し：前年の同時期（2019年1～3月期）と比較した来期（2020年1～3月期）の状況

伊勢崎市及び佐波郡玉村町内の事業所

伊勢崎商工会議所及びアイオー信用金庫の調査員による面談または聞き取り

調 査 内 容

調 査 方 法

対 象 企 業

調 査 時 期
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2019年10～12月期）

業況 売上高 資金繰り 設備投資実施（計画）割合 16.5%

今　期 来　期

8.9%
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【2020年（令和2年）の経営見通し】

1  日本の景気見通し

■2020年の日本の景気をどのように見通していますか ■2020年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか

2  自社の業況（景気）見通し

3  売上額の伸び率見通し（前年比）

■2019年と比べた売上額の見通し

■増税前見通しより良い影響 ■増税前見通しより悪い影響

5  増税後受けた影響

■増税前の見通しと比べ受けた影響

4  業況が上向く転換点見通し

■業況好転の見通し ■業況が上向く転換点の見通し

■2019年と比べた売上額の伸び率見通し

特 別 調 査

6

10％未満の増加

10～19％の増加

20％～29％の減少

30％以上の減少

すでに上向いている

業況改善の見通しは立たない

3年後

3年超

2年後

1年後

6か月以内
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株式会社ケイエムオー
会社概要
創 業
代 表 者

所 在 地
T E L
資 本 金
売 上 高
従業員数

1986年（昭和61年）
取締役会長　　　神尾 秀男
代表取締役社長　神尾 将光
伊勢崎市五目牛町324-5
0270-63-0332
1,000万円
266百万円　　　
23名

主要取引先
キヤノンメディカルシステムズ（株）、
（株）日立製作所、
トヨタモビリティ東京（株）、
車両メーカー各社、観光バス・路線バス各社

事業内容
医療防疫車・特殊車両製作、
バス・特殊車両リニューアル

企 業 紹 介

7

【基本方針（経営理念）】

・常に挑戦と向上を旨とし、高い価値を追求する

・誠心誠意のサービスをもって、お客様の満足と信頼

　を得る

・創意工夫を尊重し、自由闊達な気風をつくる

・自己の成長を通じて「心の豊かさ」を求める

【取組み姿勢】

　企画・設計から製作まで社内一貫作業で行うことが

できるモノづくりマイスター集団として“一台入魂”

が当社のモノづくりへのこだわりです。優れた技術と

現代的な発想、誠心誠意のサービスをもってお応え

しています。具体的には車イスに乗ったままで検診

を受けられる日本初の低床レントゲン車の製作や昨

年から群馬大学と共同で自動運転バスを製造し、公道

実験を開始するなどに結実しています。

【技術の継承】

　当社ではベテランも若手も切磋琢磨し、お互いに

技術と人格を高めあうことにより「技術・技能の継承」

を図っています。それを支えているのが、若手と指導

者の年齢差が小さいので、先輩後輩の関係なく、日々

アイデアが飛び交うフレンドリーでフラットな職場

環境です。

【品質・環境への配慮】

　すべてを自社で製作する責任とこだわりを持ち、当

社で製作された車両には、綿密なチェックを行い豊か

な経験と確かな技術を品質へ反映しています。また、

クリーンな環境維持に努め、リサイクル率を高め産業

廃棄物の低減に努めています。



経営の繁栄と発展を
お手伝いいたします
1 創業・起業支援
2 成長支援
3 経営革新支援
4 経営改善・再生支援
5 事業承継・M＆A支援

新入社員研修会 アイオー・ビジネススクール

アイオー・ビジネスクラブ 新現役マッチング交流会

地方創生の への取り組み

愛をもって応援します！

詳しくは本支店の窓口までお問い合わせください。


